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うことで、ESD とならぶユネスコの基幹教育プログラムである GCED についてご紹
介いたします。
　ESD（持続可能な開発のための教育）につきましては、来月 11 月 23 日に創価大学













1 ．ユネスコスクール （ASPnet） とは
　ではまず、ユネスコスクールとは何かをご説明させて頂きます。ユネスコというの
は国際連合の専門機関です。国際連合教育科学文化機関（United Nations Educational, 









　ユネスコスクールは通常「ASPnet」と略称されます。これは UNESCO Associated 
Schools Project Network を略したものです。日本語ではユネスコスクールと言うの
ですが、実はこれは日本語特有の言い方であって、海外で UNESCO School（s） と言っ
ても、あまり通じません。ユネスコの国際会議ですと、「ASPnet」という言い方が一
般的です。ただし、この略号の一部をなしている Project という単語は現在の正式表





















の中に平和のとりでを築かなければならない」（Since wars begin in the minds of 






















　ユネスコスクールは 1953 年に、最初は 15 カ国 33 校という小規模なプロジェクト
として出発しました。しかし、このユネスコスクールという世界的な学校間ネットワー
クはその後、劇的な発展を遂げます。今年 2018 年 9 月現在、ユネスコスクール加盟
校は日本国内だけで 1,149 校あります。世界全体ではユネスコスクールは 182 カ国に
あり、約 11,500 校が加盟しています。つまり日本のユネスコスクールは世界全体の
















































































よう風潮が広まっていきました。それと連動するかのように、1970 年から 2000 年ま
での 30 年間、日本のユネスコスクールは停滞期に入っておりました。当時、日本国
内のユネスコスクール加盟校数は 20 校前後に留まっておりました。
　この状況は、21 世紀に入って急変します。きっかけは、先ほど申しました 2000 年
に国連が出した国連ミレニアム目標（MDGs）でした。そして、その流れを受けた「持
続可能な開発のための教育（ESD）」がユネスコスクール再活性化の大きな起爆剤と





　具体的には 2005 年から 2014 年までの 10 年間が「国連 ESD の 10 年」（UNDESD: 











な再活性化を果たしました。そして 2000 年の時点ではわずか 24 校だった日本のユネ

































































































そ の 主 催 団 体 な の で す が
APCEIU というユネスコの研究
所があります。これはユネスコ・アジア太平洋国際理解教育研究センタ （ーAsia-Pacific 













　GAP と書いてあるのは、「国連 ESD の 10 年」という公式の重点期間が 2005 年か




変わりはないので、2014 年の時点で ESD の後継プログラムとして、グローバル・ア
クション・プログラム（GAP: Global Action Programme）がこのときに立ち上がり
ました。内容的には、ESD の視点や課題を引き継いでいます。
　それから私が個人的に非常に関心を持っていますが、地球市民性を育てていく地球




















い ま す。2013 年 か ら 2022 年 が、「 文 化 の 和 解 の た め の 国 際 10 年 」（IDRC: 

























　ただ、ここでよく誤解があるのですけれども、ESD と GCED はどちらが大事なの
かとか、どちらのほうがよりユネスコスクールにとっての本質的なテーマか、という
ようなことが時々問題になったりするのですが、私から言わせると、それは正しい問
ではありません。ESD と GCED の両者は不即不離の関係にあるプログラムであって、
非常に相互依存的なわけです。ですからユネスコも現在、両者のアプローチの統合を
考えているということです。

















PPAP という動画で一躍有名になりましたければども、この PPAP パート 2 として
Public and Private Action for Partnership という SDGs を紹介する 1 分程度の動画
を外務省の依頼で作成しております。これも YouTube ですぐ見ることができますの
で、ぜひご覧になってみて下さい。
　もう一つの歴史的文書が、ユネスコ 21 世紀教育国際委員会が 1996 年に出した『学
習』という本です。ジャック・ドロールという EU 委員長も務めた方がこのユネスコ
国際委員会の委員長になってまとめられた報告書ですので、『ドロール報告書』とも









































　それはなにかというと、まずは知ることの学び Learning to know があります。そ
れから行為することの学び Learning to do 。生きることの学び Learning to be も欠
かせません。この 3 つの学び、つまり「知」know、「行」do、「生」be というのは、
ある意味で認識論、倫理学・存在論という哲学の古典的なカテゴリーに対応している
ように見えます。ところがここで一際ユニークな視点を提供しているのが、「共生す



























































シアティブ」（GEFI: Global Education First Initiative）を提唱したのが始まりです。
ここでパン・ギムン事務総長は、人類社会の諸課題を解決するための最も有効な取り
組みは教育であることを主張し、さらに教育が直面する最も重要な優先課題として、

























































































































先ほども触れたように、今年（2018 年）の 12 月 8 日の横浜で「第 10 回ユネスコスクー
ル全国大会」が開催されますが、これのアフターイベントとして、翌日 12 月 9 日に





























































































第 1 回から第 4 回までは「ユネスコクラブ全国サミット」は玉川大学で行いました

























































































ル が 盛 ん な 国 で す が、 私 た ち が 訪 問 し た の は ウ ィ ー ン に あ る「 虹 の 学 校 」
（Regenbogen volksschule）という出身民族や出身国が非常に多様な子供たちが集まっ
ている多文化共生校の学校でした。ドイツ語が分からない子もたくさんいて、理科室
とか音楽室とか給食室とか校内施設がすべて多言語で書いてあったのが印象的でし
た。そういう学校の取り組みを見てきたときの、私たちのユネスコクラブの学生達と
向うの子どもたちとで一緒に撮った写真です。
　不十分な紹介でまことに恐縮です。ユネスコスクールおよびユネスコ支援活動につ
いてあ、まだまだ他にできることがたくさんあると思うのですが、私どもとしてはこ
のような活動を行っているというその一端を本日紹介させて頂きました。参考にして
頂けたら幸いです。今後ともよろしく申し上げます。ありがとうございました。
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